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１ 県人事異動内示!   令和２年度木材関係担当者等一覧 

 3月 19日県職員の定例人事異動が内示され、下記の新体制が決まった。 

 農林水産部長 髙橋雅史（前次長）、参事（兼）森林ノミクス推進課長 齋藤潔 

・森林ノミクス推進課 【木材担当℡023-630-2525、2526、2527】 

土屋隆一 林業振興主幹、福井克 森林整備・再造林推進主幹、伊藤信 森林保全主幹、 

笠井俊哉 副主幹、丹野真人 課長補佐（木材産業振興担当）、荒木龍平 木材産業振興主査、

若木央 主査（木材産業振興担当）、高野日和 技師、山岸明寛 技師 

・村山総合支庁 【木材担当℡023-621-8283、8284、8191】 

石川浩 森林整備課長、横倉肇 森づくり推進室長、森川東太 課長補佐（林政企画担当） 

齋藤朱美 西山杉ブランド化主査、佐藤和恵 主査、高橋悠 技師 

・置賜総合支庁 【木材担当℡0238-26-6063】 

渡邊潔 森林整備課長、片桐政和 森づくり推進室長、佐藤典生 課長補佐（林政企画担当）、 

深瀬雅和 林政主査、松木利夫 技師 

・最上総合支庁 【木材担当℡0233-29-1349、1347、1351】 

堀米英明 森林整備課長(兼)森づくり推進室長、布施明彦 林業・木材産業振興室長 

井上一彦 課長補佐（林政企画担当）（兼）室長補佐（木材流通対策担当）、 

増川栄一 木材流通対策主査 

・庄内総合支庁 【木材担当℡0235-66-5526、5527】 

 梅津一寿 森林整備課長、小関秀章 森づくり推進室長、志藤彰 課長補佐（林政企画担当）、 

澤口宜将 林政主査、芳賀高之 林産振興主査 

・森林研究研修センター 【木材担当℡0237-84-4301】 

鈴木立男 所長、大築和彦 研究主幹、 

伊藤聡 木材・林業経営主幹、渡部公一 森林資源利用部長 

・農政企画課専門職大学推進室  【木材担当℡023-630-2222】 

 坂本幸雄 専門職大推進室室長補佐 

・みどり自然課 【木材担当℡023-630-2209、2207、2206】 

石山清和 みどり自然課長、菅原隆志 みどり県民活動推進主幹、 

県産木材利用 SDGｓバッチ・建築住宅課 【木材担当℡023-630-2642、2657、2637】 

櫻井信 建築住宅課長、佐藤泰宏 建築行政主幹、外塚恵一 住宅対策主幹 

・農林大学校 【木材担当℡0233-22-1528】 

吉崎明 教授、尾形俊成 教授、倉本幸輝 准教授、後藤徹 主任指導員 

今年の目玉人事は、齋藤参事、布施室長、片桐室長の昇格、坂本補佐の農企復活に尽きる。 
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２ 平成３０年度公共建築物の木造率、本県全国１位!! 

 3月 18日林野庁の発表によれば、平成 30年度に着工された公共建築物の木造率は 13.1％

で概ね前年と同水準となりました。また、低層（３階建て以下）の公共建築物も 26.5％でほ

ぼ前年同水準となりました。注目すべきは都道府県別木造率で、公共建築物全体で山形県が

１位（31.4％）となり、21県で上昇している。また、低層公共建築物でも山形県が 1位とな

り、22 県で上昇している。Ｗ受賞は初めてのことである。ここでいう公共建築物は、国・

県・市町村が建築するすべての建築物のほか、民間事業者が建築する教育施設・医療・福祉

施設等の建築物をいう。やまがた森林ノミクスの成果が出始めていると考えられる。 

3 令和２年度住宅支援制度について!!  

 4月 2日から令和 2年度「山形の家づくり利子補給制度」の受付が各総合支庁建築課でス

タートします。県産木材多用型を含め募集方法が変更になりました。募集期間が 3回に分け

られ、1回目が募集期間 4/2(木)～4/8(水)募集戸数 100戸で応募数が多い場合は抽選としま

す。応募数が募集戸数に満たなかった場合は、募集を継続し、先着順で受け付けます。2回

目が 5/18(月)～5/22(金)で 40 戸、3 回目が 7/6(月)～7/10(金)で 40 戸の募集となります。

また、同時に住宅リフォーム総合支援事業も始まります。拡充支援として、寒さ対策・断熱

化（ヒートショック対策）を図る工事が追加されました。ちなみに県産木材多用タイプは

10％・上限 30 万円で、市町村によっては県補助金への上乗せがあります。詳細は、県土整

備部建築住宅課や総合支庁建築課、タテッカーナの情報サイトでご確認ください。 

４ 新型コロナウィルス感染症関係について!! 

 感染症対策として、木産協ホームページ新着情報 3/19 掲載の林野庁ガイドラインを参考

に感染拡大防止に努めてください。感染症で影響を受ける事業者への支援策（信用保証や無

利子の融資等）は、木産協ホームページ新着情報 3/16 掲載の全木連からのお知らせを参考

にしてください。その他、県商工業振興資金（地域経済対策変動資金）の無利子の融資があ

ります。詳細は県ホームページ中小企業振興課で確認してください。 
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５ 春の緑の募金キャンペーン始まる!! 

 公益財団法人山形県みどり推進機構より春の緑の募金（4/1～5/31）

の協力依頼があり、木産協たよりに同封しましたのでご協力をお願い

します。緑の募金は身近な環境緑化から、森林の整備、緑の普及啓発

活動、森林環境教育など、様々な緑化活動に役立てられています。な

お、会社等法人が当財団に寄付されたときは、寄付金として一般の寄

付金に加えて別枠で損金算入することができます。詳細は税務署・市

町村窓口にお問合せください。 

６ 令和 2 年度外構部の木質化支援事業（木塀）について!! 

 今年度外構部の木質化支援事業（通称：木塀事業）につきましては、全木協主催の地区事

業説明会が開催されていません。オープンなり次第ＨＰ等でお知らせいたします。 

７ ４月以降の行事予定（新型コロナウィルス感染症のため、変更が予想されます） 

日 程 行  事  名 予定出席者 

 4. 3  県庁等三役挨拶回り      （山形市 県庁等） 理事長他 

 4. 15  山火事防止キャラバン（置賜）  （米沢市 置総） 素材部会 

 4. 16   山火事防止キャラバン（村山）  （山形市 村総） 素材部会 

  4. 20  素材生産部会総会        （山形市 未定） 副理事長他 

 4. 22   木産協理事会          （山形市 メトロ） 理事長他 

4. 24  森林協会理事会         （山形市 あこや） 理事長 

5. 21  木産協総会予定日        （山形市 メトロ） 理事長等 

 

８ 日本百名山シリーズ紹介 （悪沢岳：東岳） 

 日本第 6位の標高（3,141ｍ：槍ヶ岳の次）を誇

り、南アルプスを代表する赤石岳と並ぶ荒川三山の

主峰である。今はヒガシダケと呼ばれているようだ

が、標柱も昔ながらのワルサワダケで名前のイメー

ジは良くない。南アルプスの中央部に位置しアクセ

スも大変で登山者も少なく、ゆったりと静かに登れ

る山だ。静岡市内から約３時間の椹島登山口から、

急な斜面は少なく比較的なだらかな尾根道を長ーく

登っていくときれいな千枚小屋にたどり着く。おい

しい夕食と満天の星

とビールで疲れを取り、翌朝西側の赤石岳のモルゲンと東側の富

士山を眺めながらの山頂アタックとなる。山頂からはもちろん３

６０度の絶景であるが、北岳・間ノ岳・塩見岳の北部方面が大迫

力である。山頂周辺も岩場で注意が必要だが、中岳に向かう岩稜

降りが今回の最大の危険個所である。ほぼ真下に降下するルート

が続くが、中岳・前岳を過ぎると南アルプス最大のお花畑が斜面

いっぱいに広がっています。今回登山のハイライトです。 
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９ 県からのお知らせ 松くい虫被害材の移動禁止命令について 

 

◆なぜ被害材を移動禁止しなければならないの？ 

 「松枯れ」は、「マツノザイセンチュウ
．．．．．．．

」が松の中に入り込むことによっ

て、松が赤く枯れてしまう病気です。このマツノザイセンチュウを他の木に

運んでいるのは「マツノマダラカミキリ」です。 

 マツノマダラカミキリは枯れた松に産卵し、翌年の６月下旬まで幼虫の状

態で樹の中で生活します。その後、成虫となり、マツノザイセンチュウとと

もに外の木に移動します。 

 マツノマダラカミキリの幼虫が中にいるまま松材を移動させた場合、広

範囲に松枯れの被害を引き起こすことから、駆除されていない材の移動を

禁止するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆松くい被害材の駆除の方法は？ 

 ・伐倒し、破砕もしくは焼却もしくは炭にする。 

 ・伐倒し、材にくん蒸薬剤（商品名：NCS、キルパー40）をかけてシートで覆い、くん蒸する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆特別伐倒駆除とは？ 

 松くい虫等が付着している樹木の伐倒及び破砕（農林水産省令で定める基準に従い行うものに限

る）又は樹木の伐倒及び焼却（炭化を含む）する事です。（森林病害虫等防除法第２条第６項） 

 ※農林水産省令に定める破砕の基準 

  破砕後の木片の厚さが６mm以下（木材チッパーにより破砕する場合にあっては 15mm以下） 

（森林病害虫等防除法施行規則第１条） 

◆松くい被害材を薪等で利用するため移動することができますか？ 

移動することは可能ですが、マツノマダラカミキリが成虫となる６月 10日頃までに全て焼却する

ことが条件となります。なお、マツノマダラカミキリは幹だけでなく直径２cm の枝にも多く存在す

るため、枝も全て焼却する必要があります。 

◆松くい被害材はどの程度移動させることができるの？ 

特別伐倒駆除（破砕、焼却）を行うための運搬※を除き、駆除されていない被害材（枝を含む）は

絶対に移動させてはいけません。 

 ※特別伐倒駆除を行うための移動であっても、県内（できれば総合支庁単位）としてください。 
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1０  全国木材組合連合会のお知らせ（JAS構造材利用拡大事業） 

 令和 2 年 3 月 31 日から、ＪＡＳ構造材利用拡大事業の令和 2 年度版がスタートし、全木

連ホームページが閲覧可能になります。今年度から、新たに県市町村施設も該当になるなど、

使いやすい事業に変更されています。ぜひ、ご活用ください。 
 

令和 2 年度 JAS 構造材利用拡大事業 

 令和 2 年度 令和元年度 

1・JAS構造

材の定義拡

大 

① 機械等級区分構造用製材（機械等級製材）  

② 
枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用 

縦継ぎ材（2×4 製材） 
 

③ 直交集成板（CLT)  

④ 
中断面以上の構造用集成材（長辺 150 ㎜以上、 

短辺 75 ㎜以上） 
対象外 

⑤ 構造用単板積層材（LVL) 対象外 

見直し 目視等級区分構造用製材は乾燥材のみ 未乾燥も対象 

２・対象物

件拡大 

① 施主が国でない建築物（県市町村は対象） 国県市町村は対象外 

② 戸建て住宅を除く建築物（集合住宅は対象） 住宅は対象外 

③ 4 階以上であれば、戸建て住宅も対象 
全ての戸建て住宅は対

象外 

３・助成額

の算出方法

の変更 

計算方法を材積×立米単価に変更 

計算方法は面積×㎡単

価 

①  

JAS 機械等級製材、２×４製材、集成材 

（中断面以上）、LVL 

50,000 円/㎥ 

JAS 構造材を構造用にした階を上から数えて 

4 以上の階からは 100,000 円/㎥ 

② 
JAS CLT の単価は 

階にかかわらず 140,000 円/㎥ 

４・その他

林産物 JAS

の助成対象

量の変更 

機械等級区分構造用製材を利用した助成量の上限増  

① JAS 機械等級製材、目視等級製材の使用量 50％ 20% 

② その他の JAS 構造材は 100％ 100% 
 

事業申請提出期限 令和 2年 6月 30日、 補助金交付申請提出期限 令和 2年 8月 31日 
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1１ 住宅着工状況 

 令和 2 年 2 月期の県内新設住宅着工戸数は 425 戸となり、対前月比 193.2％、対前年同月比 111.8％、前年累計比は 107.0％となった。

地域別では山形市、鶴岡市、酒田市、寒河江市が伸びている。木造率は 82.8％。来月以降はコロナ感染症による影響が懸念される。 
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